
                   
 
 
 
 
 
 

 

 

  

        

ど
の
問
題
で
も 

政
治
姿
勢
を
質
し 

 

国
政
の
問
題
だ
か
ら
、
市
政
に
投
げ

か
け
る
の
は
ど
う
か
と
い
う
一
部
議
員

の
中
傷
に
も
、
「
地
方
自
治
体
と
は
い

え
、
ど
の
問
題
で
も
市
民
生
活
に
大
き

な
影
響
を
投
げ
か
け
る
重
大
問
題
だ
」

と
し
て
「ほ
ま
れ
」は
、一
般
質
問
や
委
員

会
質
疑
の
中
で
、
市
民
や
自
治
体
に
と

っ
て
懸
念
さ
れ
る
問
題
点
を
取
り
上
げ

て
指
摘
し
、
市
民
の
代
表
で
あ
る
市
長

の
政
治
姿
勢
は
も
と
よ
り
、
駒
ヶ
根
市

や
市
民
生
活
に
与
え
る
影
響
を
調
査
し

答
弁
を
求
め
、
質
し
て
き
ま
し
た
。
一

方
で
、
県
・
国
へ
の
働
き
か
け
を
強
く

求
め
ま
し
た
。 

           

        

 

         

   

市
民
の
命
・暮
ら
し
・ 

財
産
を
守
る
の
は
、 

市
政
の
務
め 

 

 

                   

 

・駒
ヶ
根
市
懇
談
会 

 

上
伊
那
社
会
保
障
協
議
会
駒
ケ
根 

支
部
の
要
請
に
よ
る
、市
町
村
懇
談
が, 

１２
月
、庁
舎
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
協
議
会
加
盟
の
、
新
婦
人
、
医

療
生
協
、年
金
者
組
合
、民
主
商
工
会
等
の

懇
談
参
加
者
が
、
市
政
を
前
進
さ
せ
る
思

い
や
要
望
を
テ
ー
マ
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

や
要
求
に
基
づ
い
て
、
市
側
と
も
共
通
の

思
い
で
あ
る
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
・住
み
や
す
く
・未
来
あ
る
駒
ヶ
根
市
」
を

希
求
し
て
、駒
ケ
根
市
の
理
事
者
・職
員
と
、

和
や
か
な
う
ち
に
懇
談
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。 

 

 

 

裏
面
に
続
く 

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

昨
年
の
当
市
は
、
春
先
の
凍
霜
害
や
夏
の
猛
暑
に
よ
る
影
響
が
あ
っ
た

も
の
の
、
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
も
な
く
過
ご
せ
た
一
年
で
し

た
。
一
方
、
国
政
を
見
る
と
、
衆
参
安
定
多
数
の
安
倍
政
権
の
誕
生
に
よ

り
、
消
費
税
の
増
税
、
介
護
保
険
制
度
の
改
悪
等
、
市
民
に
冷
た
い
政
治

が
行
わ
れ
、
そ
の
上
、
戦
争
が
出
来
る
国
づ
く
り
へ
突
き
進
ん
で
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

    

こ
ん
な
庶
民
泣
か
せ
で
、
危
険
な
社
会
を
多
く
の

国
民
は
望
ん
だ
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
、
暮
ら
し
優
先
の
経
済

を
第
一
に
、
こ
れ
か
ら
も
市
政
に
携
わ
る
立
場
で
、

力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。 

 

二
〇
一
四
年 

一
月 

竹
村
ほ
ま
れ 

  

 

竹村ほまれ  
後援会だより          
２０１４／０１／２０  No０１１ 

後援会責任者 林高文 83-0341 
竹村ほまれ連絡先 Fax: 81-4371  

携帯：090-6545-2254 

HP :  http://homare.ina-ka.com/ 

ﾌﾞﾛｸﾞ: 竹村ほまれ と入力し検索を 

 

議会報告  

一般質問 

から 

 

ど
の
問
題
で
も
市
民
生
活
を
脅
か
す
こ
と
に
つ
な
が
る
！ 

「ほ
ま
れ
」は
、
市
政
を
質
し
て
奮
闘 

 

「Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
」・「憲
法
改
正
」・「消
費
税
増
税
」・「社
会
保
障
改
悪
」・「特
定
秘
密
保
護
法
‥ 

   

昨
年
は
、
日
本
の
未
来
を
左
右
す
る
大
き
な
社
会
問
題
が
、
数
の
利
を
得
た 

安
倍
政
権
の
暴
挙
に
よ
り
、
い
と
ま
も
な
く
、
国
民
に
押
し
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

・国
益
が
担
保
さ
れ
な
い
ま
ま
突
き
進
む
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
表
明
」
。 

・憲
法
を
変
え
て
戦
争
が
出
来
る
国
に
変
え
よ
う
と
す
る
「
憲
法
改
正
論
議
」
。 

・市
民
生
活
と
日
本
経
済
を
危
機
に
陥
れ
る
「
消
費
税
増
税
の
決
定
」
。 

・全
て
の
国
民
の
生
活
基
準
引
き
下
げ
に
つ
な
が
る
「
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
」
。 

・要
支
援
者
や
軽
度
介
護
者
へ
の
支
援
を
投
げ
捨
て
る
「
介
護
保
険
制
度
改
定
案
」
。 

・憲
法
で
保
障
す
る
言
論
や
知
る
権
利
を
破
壊
す
る
「
特
定
秘
密
保
護
法
」
の
成
立
。 

・ブ
ラ
ッ
ク
企
業
を
横
行
さ
せ
、資
本
家
の
み
優
遇
す
る
「
労
働
法
制
の
改
悪
案
」
。 

・沖
縄
県
民
の
負
担
を
更
に
増
大
さ
せ
、オ
ス
プ
レ
イ
制
空
に
よ
る
危
険
を
、全
国
に 

固
定
化
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
「
辺
野
古
沖 

米
軍
基
地
建
設
問
題
」
‥
等
。 

  

市民の願いを市政に活かして 



       

竹
村
ほ
ま
れ
議
員
の
質
問 

 ① 

秘
密
保
護
法
に
対
す

る
政
治
姿
勢
は 

特
定
秘
密
保
護
法
は
、
国
民
主
権
と

基
本
的
人
権
の
保
障
・
平
和
主
義
と
い

う
憲
法
の
理
念
と
両
立
し
え
な
い
危
険

な
法
律
と
考
え
る
が
、
政
府
が
成
立
を

強
行
し
ま
し
た
。
秘
密
保
護
法
に
対
す

る
市
長
の
、
政
治
姿
勢
は
。 

  

杉
本
市
長
の
答
弁 

 

整
然
と
施
行
さ
れ
る 

こ
と
を
期
待 

国
の
安
全
保
障
の
上
で
公
開
す
べ
き

で
な
い
情
報
が
あ
る
こ
と
は
無
理
か
ら

ぬ
こ
と
。
立
法
府
で
十
分
議
論
を
尽
く

し
、
整
然
と
施
行
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
。 

 
 

竹
村
ほ
ま
れ
議
員
の
質
問 

 自
治
体
・市
民
へ
の 

影
響
は 

秘
密
保
護
法
の
実
施
が
現
実
的
に
な

っ
た
も
と
で
残
念
（
な
発
言
）
だ
！ 

秘
密
法
は
適
正
評
価
の
名
の
も
と
に
、

国
民
監
視
の
仕
組
み
が
作
り
上
げ
ら
れ

る
。 

国
民
の
知
る
権
利
や
、
言
論
の

自
由
な
ど
自
治
体
・
市
民
へ
の
影
響
を

ど
の
様
に
考
え
る
か
。 

 

杉
本
市
長
の
答
弁 

 

論
評
し
か
ね
る
が
、 

誤
ら
な
い
対
応
を 

 

現
時
点
で
は
自
治
体
・市
民
へ
の
影

響
に
つ
い
て
は
論
評
し
か
ね
る
。
危
機

管
理
と
情
報
公
開
は
、
市
民
が
安
心
・安

全
に
暮
ら
す
基
本
と
考
え
る
。
国
の
動

向
を
注
視
し
、誤
ら
な
い
対
応
を
す
る
。 

 
 

      

秘
密
保
護
法
を
廃
止
に 

 

秘
密
保
護
法
阻
止
・
上
伊
那
集
会
が

開
か
れ
、
多
く
の
市
民
が
伊
那
北
駅
ま

で
法
案
阻
止
を
訴
え
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
を
あ
げ
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。 

残
念
な
が
ら
法
案
は
強
行
採
決
さ
れ

ま
し
た
が
、
多
く
の
国
民
や
団
体
、
有

識
者
に
よ
り
、
成
立
後
も
廃
止
を
望
む

声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

戦
前
の
も
の
が
言
え
な
い
時
代
に
後

戻
り
を
さ
せ
、
子
や
孫
が
戦
争
で
命
を

お
と
す
様
な
社
会
に
し
な
い
た
め
に
も
、

平
和
を
望
む
全
て
の
声
を
、
法
の
廃
止

を
求
め
て
声
を
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

  
 

 
 

  

竹
村
ほ
ま
れ
議
員
の
質
問 

 ② 

介
護
保
険
改
定
案 

当
市
へ
の
影
響
は 

介
護
保
険
改
定
案
に
よ
り
、
利
用
者

や
、
介
護
者
、
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
、

給
付
減
や
負
担
増
に
つ
な
が
る
制
度
と

な
っ
て
い
る
。
利
用
者
へ
の
影
響
や
、

支
援
対
応
を
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か
。 

 

杉
本
市
長
の
答
弁 

 

市
町
村
の
格
差
や 

負
担
増
は
懸
念 

 

市
町
村
の
格
差
や
負
担
増
は
懸
念
を

し
て
い
る
。
所
得
の
高
い
方
に
は
一
定
の

負
担
増
へ
の
理
解
と
、
一
方
で
軽
度
認

定
者
を
中
心
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
低
下
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。 

  

竹
村
ほ
ま
れ
議
員
の
質
問 

 

特
別
擁
護
老
人
ホ
ー
ム
要

介
護
１
・２
締
め
出
し
は 

 
 

 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
に
つ

い
て
は
入
所
を
要
介
護
３
以
上
と
限
定

し
、
例
外
と
し
て
「
特
養
以
外
で
の
生

活
が
著
し
く
困
難
」
な
場
合
は
要
介
護

１
・
２
を
認
め
る
方
針
転
換
を
し
て
い

る
が
、
対
象
と
さ
れ
る
方
と
市
の
対
応

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。 

 杉
本
市
長
の
答
弁 

 

現
在
入
所
者
は
入
所
可
能 

上
伊
那
で
は
、軽
度
者
で
あ
っ
て
も
緊

急
度
や
生
活
状
況
を
考
慮
し
て
、
既
に

適
正
な
入
所
判
定
を
し
て
お
り
、
今
回

例
外
規
定
が
設
け
ら
れ
て
も
、
現
在
入

所
中
の
要
介
護
１
及
び
２
の
方
は
引
き

続
き
入
所
が
可
能
で
す
。 

 
 
 
 
 

 

竹
村
ほ
ま
れ
議
員
の
質
問 

 
③ 
里
帰
り
出
産 

で
き
る
環
境
は 

人
口
５
万
人
と
同
じ
経
済
効
果
を
生

み
出
す
た
め
に
も
、
定
住
・
交
流
人
口

を
育
む
観
点
か
ら
も
、
当
市
で
安
心
し

て
出
産
で
き
る
環
境
が
望
ま
れ
る
。 

当
市
に
お
い
て
、
里
帰
り
出
産
が
出
来

る
現
状
と
展
望
は
。 

 杉
本
市
長
の
答
弁 

 

里
帰
り
出
産
８
２
件 

駒
ヶ
根
市
の
出
産
数
は
3

3

4

件
。
駒
ケ
根
高
原
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ

ク
3

0

2
件
、助
産
院
で
32
件
、う
ち

里
帰
り
出
産
と
確
認
出
来
て
い
る
数
は

82
件
。 

里
帰
り
出
産
出
来
る
体
制
は

十
分
で
な
い
が
努
力
す
る
。
医
師
確
保
・

昭
和
病
院
体
制
が
課
題
だ
。 

 
 

 

「竹
村
ほ
ま
れ
」の
１
２
月
議
会
一
般
質
問
要
旨 

   

特
定
機
密
保
護
法
案
が
安
倍
政
権
に
よ
り
強
行
採
決
さ
れ
ま
し
た
。
圧
倒
的
な
慎

重
審
議
を
求
め
る
世
論
や
、法
案
へ
の
不
安
を
訴
え
る
多
く
の
国
民
の
懸
念
を
無
視
し

て
、数
の
暴
挙
で
押
し
切
る
や
り
方
に
、批
判
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
１２
議
会
で
は
こ
の

問
題
や
介
護
保
険
制
度
改
悪
を
め
ぐ
る
問
題
な
ど
で
市
側
の
姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。 

    

特
に
こ
ま
バ
ス
廃
止
を
含
む
見
直
し
に
関
し
て
は
「
竹
村
ほ
ま
れ
市
議
」

も
利
用
者
や
市
民
の
意
見
を
聞
く
中
で
９
月
議
会
と
１
２
月
議
会
の
２
回

に
亘
っ
て
、
問
題
点
や
課
題
を
取
り
上
げ
市
側
の
態
度
を
質
し
て
き
ま
し

た
。 

   

秘密保護法阻止！上伊那集会 


